
この里の風景には、千年、万年の 

地球の日々が刻まれている。 
 

 

 

関東平野シンポジウム   

桜川低地の成り立ちと里山ジオツアーの勧め 
 

２０２１年２月１４日（日） 13：20～16：45（13：00 開場） 

つくば市役所コミュニティ棟会議室（つくば市研究学園 1-1-1） 

参加費無料 定員４０名（このほか Zoom によるオンライン参加が可能です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                主  催：筑波山地域ジオパーク推進協議会 

        
共  催：つくば里山研究会 

後  援：日本地質学会関東支部・日本第四紀学会 

産業技術総合研究所地質調査総合センター（予定） 

つくば市（予定） 

問合せ・申込み：geo298symposium@gmail.com 

詳しくは筑波山地域ジオパーク推進協議会ホームページ 

              https://tsukuba-geopark.jp をご覧ください 

                       電話での問合せ：029-883-1111（代表）ジオパーク推進協議会事務局 
                                           平日 8：30～17：15                                          

13:20～13:30 開会あいさつ・趣旨説明  

＜第１部＞                      

13:30～14:00 桜川低地の環境変遷 

鈴木正章（文京区教育センター） 

14:00～14:30 身近にある平野の地形や地質をジオパークに 

       どう取り入れるか 

植木岳雪（千葉科学大学） 

14:30～15:00 質疑応答・討論 

＜第２部＞ 

15:10～15:40 里山ジオツアーの勧め 

大井信三（産総研地質情報研究部門） 

15:40～16:10 門毛の里山の魅力  

吉田寛司（門毛・美しいふるさとを創る会） 

16:10～16:40 質疑応答・討論 

 


